
基 発第 0331040号

平成 21年 3月 31日

都道府県労働局長 殿

厚生労働省労働基準局長

(公印省略)

技能講習の講師の条件等の改正について

労働安全衛生法 (昭和47年括律第57号D以下 ｢法｣という｡)第77条の登録教習機関

制度について､必要な機械設備等及び講師の条件は､技能講習の区分ごとに法別表第 19及

び別表第20に示されており､また､その解釈については､平成 16年3月 19日付け基発第

0319009号 ｢公益法人に係る改革を推進するための厚生労働省関係法律の整備に関する法

律の施行並びにこれに伴う関係政令､省令及び告示の改正等について｣(以下 ｢施行通達｣

とい うO)の記のⅠの1 (8)③並びに同通達の別添5及び別添6に示されており､これら

に基づき､制度を運用しているところであるO

今般､公益法人に係る改正を推進するための厚生労働省関係法律の整備に関する法律 (辛

成 15年法律第 102号)により登録制度-移行した登録教習機関のはじめての登録更新を行

ったところであるが､機械設備の日本国内における生産状況､講師の選任状況等を踏まえ､

登録教習機関の機械設備等及び講師の条件について下記のとおり見直しを行い､施行通達

の一部を別紙の新旧対照表のとおり改正し､その条件の明確化を回ったところであるo

ついては､改正内容について十分理解するとともに､貴職の登録を受けている登録教習

機関に周知を図る等､その運用に遺漏なきを期されたい｡

記

第 1 施行通達の一部改正

施行通達の一部を別紙の新旧対照表のとおり改正する｡

第2 改正の概要

1 登録教習機関の機械設備等の条件について (施行通達別添5関係)

車両系建設機械 (解体用)運転技能講習及び不整地運搬車運転技能講習に係る必要な



機械設備等について､日本国内における当該機械の生産状況を踏まえ､クローラ式及び

ホイ-ル式としていたものをクローラ式又はホイール式のいずれかを備えるべきものと

改正するも｡のであること.

2 登録教習機関の講師の条件について (施行通達別添6関係)

(1)各課程における修業年限､専門科目に係る履修時間等を踏まえ､職業能力開発促進

法 (昭和 44年法律第64号)による高度職業訓練専門課程及び指導員訓練長期課程並

びに防衛省設置法 (昭和29年法律第 164号)による防衛大学校及び防衛医科大学校を

学校教育法 (昭和 22年法律第 26号)による大学又は高等専門学校と同等と取り扱っ

て差し支えないものとすること｡

(2)各課程における修業年限､専門科目の履修時間等を踏まえ､職業能力開発促進法に

よる普通職業訓練普通課程を学校教育法による高等学校又は中等教育学校と同等と取

り扱って差し支えないものとすること｡

(3)複数の区分で共通する講習科目のうち､区分ごとに異なる条件を課しているものに

ついては､その整/釧生を図るものであることD

ア 労働安全衛生法関係法令の知識の習得と密接な関係を持つ ｢関係法令｣について､

講習の区分に応じて ｢10年以上安全 (又は労働衛生)の実務に従事した経験を有す

る者｣を講師の条件として追加すること｡

イ ｢作業の方法に関する知識｣､｢作業者に対する教育等に関する知識｣等実務経験

によりその知識等の習得が図られる講習科目については､類似する講習区分の講師

の条件との整合性を図りつつ､講師の条件を見直すことO

(4)有機溶剤作業主任者技能講習､鉛作業主任者技能講習､特定化学物質及び四アルキ

ル鉛等作業主任者技能講習並びに石綿作業主任者技能講習の講習科目のうち ｢健康障

害及びその予防措置に関する知識｣については､その講習範囲である病理､症状､予

防方法及び応急措置に係る履修状況を踏まえ､歯科医師として5年以上の経験を有す

る者を同等以上の知識経験を有する者と認めること｡

(5)他の法令に基づく資格を有する者を講師の条件としているものについて､現行の法

令の規定に合わせ文言を修正するものであること｡

(6)その他､他の講習区分の講師の条件との整合性を図りつつ､講師の条件を見直すも

のであること｡



別紙

O ｢公益法人に係 る改革を推進するための厚生労働省関係法律の整備に関する法律の施行並びにこれに伴 う関係政令､省令及び告示の改正等

について｣ (平成 16年 3月 19日付け基発 0319009号) 新旧対照表
(傍線の部分は改正部分)

改 正 後

Ⅰ 整備法関係

1 労働安全衛生法の一部改正関係

(8)登録教習機関の登録 (第 77条関係)

③ 講師等 (第 2項第 2号関係)

(略)

安衛法別表第20の各技能講習における科 目ごとの講師

の条件の欄の ｢同等以上の知識経験を有する者｣には､

別添 6に掲げる者が含まれるものであり､また､同欄の

｢大学等｣を ｢旧大学令による大学｣､ ｢旧専門学校令

による専門学校｣､ ｢職業能力開発促進法による高度職

業訓練専門課程及び指導員訓練｣並びに ｢防衛省設置法

による防衛大学校及び防衛医科大学校｣を ｢大学等｣ と

また､ ｢旧中等学校令による中等学校｣及び ｢職業能
力開発促進法による普通職業訓練普通課程｣を ｢高等学

監邑⊥j 同等上取 り扱ユニ塁上塞き至上二旦宣､旧安衛法
における指定教習機関の講師の条件 と変わるものではな

いこと｡

現 行

Ⅰ 整備法関係

1 労働安全衛生法の一部改正関係

(8)登録教習機関の登録 (第 77条関係)

③ 講師等 (第 2項第 2号関係)

(略)

安衛法別表第20の各技能講習における科 目ごとの講

師の条件の欄の ｢同等以上の知識経験を有する者｣に

は､別添 6に掲げる者が含まれるものであり､また､

同欄の ｢大学等｣を ｢旧大学令による大学｣及び ｢旧

支えないことなどから､旧安衛法における措定教習機

関の講師の条件と変わるものではないこと｡
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安衛法別表 -ラ式のもの

第 19関係 (2)作業のための装置の操作にあつては､タイ

) ヤ式又はクローラ式のブレーカ (ドラグシヨ

ベルにブ レーカユニッ トを装着 したもので差

し支えないo)

(3) (略)

(略) (略)

8 不整地運 表の不整地運搬車運転技能講習の項の ｢不整 .

搬車運転技 地運搬車｣は､次に掲げるものであることO

能講習 (安 (1)走行の操作にあつては､ホイール式又はク

衛法別表第 ローラ式のもの

19関係) (2),(3) (略)

技能講習の名柿 講師の条件関係

(略) (略)

3 乾燥設備 1- 3 (略)

作業主任者 4 表の ｢関係法令｣の項の ｢姦件｣の欄第 2

技能講習 ( 号の ｢同等以上の知識経験を有す る者｣は､

安衛法別表 次に掲げる者が該当することD

第 20第 2号関係) (1)高等学校等を卒業 した者で､その後 5年以上安全の実務に従事 した経験を有するも

の

(2) 10年以上安全の実務に従事 した経験を

互生豊丘旦

4 コンクリ 1.2 (略)

- ト破砕器 3 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

作業主任者 号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､
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龍講習 ( -ラ式のもの

安衛法別 (2)作業のための装置の操作にあつては､タイ

表第 19 ヤ式及びクローラ式のブレーカ (ドラグシヨ

関係) ベルにブレーカユニッ トを装着 したもので差

し支えないO)

(3) (略)

(略)(略)

8 不整地 表の不整地運搬車運転技能講習の項の ｢不整

運搬幸運 地運搬車｣は､次に掲げるものであることo

転技能講 (1)走行の操作にあつては､ホイール式及びク

習 (安衛 ローラ式のもの

法別表第19関係) (2).(3) (略)

技能講習の名称 講師の条件関係

(略) (略)

3 乾燥設 1- 3 (略)

備作業主 4 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

任者技能 号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

講習 (安衛法別表第 20第2号関係) 高等学校等を卒業 した者で､その後 5年以上

安全の実務に従事 した経験を有するものが該

当することO

∧

4 コンク 1.2 (略)

リー ト破 3 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

砕器作業 号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､



技能講習 ( 次に掲げる者が該当することO

安衛法別表第 20第 3号関係) (1)高等学校等を卒業 した者で､その後 5年

以上安全の実務に従事 した経験を有するも

の

(2)10年以上安全の実務に従事 した経験を
有するもの

5 地山の掘 1 (略)

削及び土止 2 表の ｢工事用設備､機械､器具､作業環境

め支保工作 等に関す る知識｣ ｢作業者に対する教育等に

業主任者技 関する知識｣の項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢

能講習 (安 同等以上の知識経験を有する者｣は､次に掲

衛法別表第 げる者が該当することo

20第 4号 (1) (略)

関係) (2)職業能力開発促進法第 28条に規定する

職業訓練指導員免許を受けた者で､その後

且皇 以上建設の作業又は安全指導の業務に

従事 した経験を有す るもの

3 (略)

6 削除

7 ずい道等 1 (略)

の掘削等作業主任者技能講習 (安衛法別表第20第4号関係) 2 表の ｢工事用設備､機械､器具､作業環境

等に関する知識｣ ｢作業者に対する教育等に

関する知識｣の項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢

同等以上の知識経験を有する者｣は､建設聖
作業又は安全指導の業務に 10年以上従事 し

た経験を有する者が該当すること03 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

次に掲げる者が該当することo
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主任者技能講習 (安衛法別表第 20第 3号関倭) 音等迷校等を兼業 した者で その後 5年以上

安全の実務に従事 した経験を有するものが該

当することO

∧

5 地山の 1 (略)

掘削及び 2 表の ｢工事用設備､機械､器具､作業環境

土止め支 等に関する知識｣ ｢作業者に対する教育等に

保工作業 関する知識｣の項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢

主任者技 同等以上の知識経験を有する者｣は､次に掲

能講習 ( げる者が該当することo

安衛法別 (1) (略)

表第 20 (2)職業能力開発促進法第 28条に規定する

第4号関 職業訓練指導員免許を受けた者で､その後

係) 互生 以上建設の作業又は安全指導の業務に

従事 した経験を有するもの

3 (略)

6 削除

7 ずい道 1 (略)

等の掘削等作業主任者技能講習 (安衛法別表第 20第4号関係 ∧之 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2
) 号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

高等学校等を卒業 した者で､その後 5年以上

安全の実務に従事 した経験を有するものが該



以上安全の実務に従事 した経験を有するも

の

(2) 10年以上安全の実務に従事 した経験を

有するもの

8 ずい道等 1 (略)

の覆工作業主任者技能講習 (安衛法別表第 20第4号関係) 2 表の ｢工事用設備､機械､器具､作業環境

等に関する知識｣ ｢作業者に対する教育等に

関する知識｣の項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢
同等以上の知識経験を有する者｣は､建設の

作業又は安全指導の業務に 10年以上従事 し

た経験を有する者が該当することo

3 表qj｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

次に掲げる者が該当することD

(1)高等学校等を卒業 した者で､その後 5年

以上安全の実務に従事した経験を有するも

の

(2) 10年以上安全の実務に従事 した経験を

有するもの

9 型枠支保 1 (略)

工の組立て 2 表の ｢工事用設備､機械､器具､作業環境

等作業主任 .等に関する知識｣ ｢作業者に対する教育等に

者技能講習 関する知識｣の項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢

(安衛法別 同等以上の知識経験を有する者｣は､次に掲

表第 20第 げる者が該当することo

4号関係) (1) (略)

(2)職業能力開発促進法第 28条に規定する

職業訓練指導員免許を受けた者で､その後

且生以上建設の作業又は安全指導の業務に
従事 した経験を有するもの

14～

当することC

∧

8 ずい道 1 (略)

等の覆工作業主任者技能講管 (安衛法別表第20第4号関係) ∧2 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は,

高等学校等を卒業 した者で､その後 5年以上

安全の実務に従事 した経験を有するものが該

当すること○

∧

9 型枠支 1 (略)

保工の組 2 表の ｢工事用設備､機械､器具､作業環境

立て等作 等に関する知識｣ ｢~作業者に対する教育等に

業主任者 関する知識｣の項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢

技能講習 同等以上の知識経験を有する者｣は､次に掲

(安衛法 げる者が該当することo

別表第 2 (1) (略)

0第4号 (2)職業能力開発促進法第 28条に規定する

関係) 職業訓練指導員免許を受けた者で､その後

皇皇以上建設の作業又は安全指導の業務に
従事した経験を有するもの



10 足場の 1 (略)
組立て等作 2 表の ｢工事用設備､機械､器具､作業環境

業主任者技 等に関する知識｣ ｢作業者に対する教育等に

能講習 (安 関する知識｣の項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢

衛法別表第 同等以上の知識経験を有する者｣は､次に掲

20第4号 げる者が該当することo

関係) (1) (略)

(2)職業能力開発促進法第 28条に規定する

職業訓練指導員免許を受けた者で､その後

且皇 以上建設の作業又は安全指導の業務に
従事 した経験を有するもの

3 (略)

11 建築物 1 (略)

等の鉄骨の組立て等作業主任者技能講習 (安衛法別表第20第4号関係) 2 表の ｢工事用設備､機械､墨_基｣盟義環境

等に関する知識｣ ｢作業者に対する教育等に

関する知識｣の項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢

同等以上の知識経験を有する者｣は､建設の

作業又は安全指導の業務に10年以上従事し

た経験を有する者が該当することo

且 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2
号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

次に掲げる者が該当することo

(1)高等学校等を卒業 した者で､その後 5年

以上安全の実務に従事した経験を有するも

の

(2) 10年以上安全の実務に産室上皇監墜皇

有するもの

12 鋼橋架 1 (略)

設等作業主任者技能講 2 表の ｢工事用設備､機械､器具､作業環境
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10 足場 1 (略)
の組立て 2 表の ｢工事用設備､機械､器具､作業環境
等作業主 等に関する知識｣ ｢作業者に対する教育等に
任者技能 関する知識｣の項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢

講習 (安 同等以上の知識経験を有する者｣は､次に掲

衛法別表 げる者が該当することD

第 20第 (1) (略)

4号関係 (2)職業能力開発促進法第 28条に規定する

) 職業訓練指導員免許を受けた者で､その後

旦皇以上建設の作業又は安全指導の業務に
従事 した経験を有するもの

3 (略)

11 建築 1 (略)

物等の鉄骨の組立て等作業主任者技能講習 (安衛法別表第 20 ∧旦 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2
第4号関 号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

倭) 高等学校等を卒業 した者で､その後 5年以上

安全の実務に従事した経験を有するものが該

当することo

∧

12 鋼橋 1 (略)



習 (安衛法別表第20第4号関係) 関する知識｣の項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢

同等以上の知識経験を有する者｣は､建設の

作業又は安全指導の業務に 10年以上従事 し
た経験を有する者が該当することo

且 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第2
号の ｢同等以上の知識経験を有すpる者｣は､

次に掲げる者が該当することo

(1)高等学校等を卒業 した者で､その後 5年

以上安全の実務に従事 した経験を有するも

盟

(2)10年以上安全の実務に従事 した経験を

五_±良且 聖

13 コンク 1 (略)

リー ト達の工作物の解体等作業主任者技能講習 (安衛法別表第20第4号関係 2 表の ｢工事用設備､機械､器具､作業環境

等に関する知識｣ ｢作業者に対する教育等に

関する知識｣の項の ｢条件 【の欄第 3号の ｢

同等以上の知識経験を有する者｣は､建設の

作業又は安全指導の業務に 10年以上従事 し
た経験を有する者が該当することo

且 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第2
) 号の ｢同等以上の知識麿験を有する者｣は､

次に掲げる者が該当すること○

(1)高等学校等を卒業 した者で､その後 5年

以上安全の実務に従事 した経験を有するも

の

(2)10年以上安全の実務に従事 した経験を
有するもの

14 コンクリー ト橋架設等作業主任者技能講管 (安衛法 1 (略)2 表の ｢工事用設備､機械､器具､作業環境

等に関する知識｣ ｢作業者に対する教育等に

関する知識｣の項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢

同等以上の知識経験を有する者｣は､建設の

-6 _

技能講習(安衝法別表第20第4号 .関係) Ea 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第2
号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

高等学校等を卒業した者で､その後 5年以上
安全の実務に従事 した経験を有するものが該

当することo

∧

13 コン 1 (略)

クリー ト迄の工作物の解体等作業主任者技能講習 (安衛法別表 ∧旦 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第2
第 20第 号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

4号関係) 高等学校等を卒業 した者で､その後 5年以上安全の実務に従事 した経験を有するものが該

旦±血

∧ -

14 コン 1 (略)∧クリー ト

橋架設等

作業主任

者技能講



別表第 20第 4号関係) 作業又は安全指導の業務に 10年以上従事 し

た経験を有する者が該当すること○

3 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

次に掲げる者が該当することロ

(1)高等学校等を卒業 した者で､その後 5年

以上安全の実務に従事 した経験を有するも

の

(2)10年以上安全の実務に従事 した経験を

有するもの

15 採石の 1 (略)

ための掘削 2 表の ｢設備､機械､器具､作業環境に関す

作業主任者 る知識｣ ｢作業者に対する教育等に関する知

技能講習 ( 識｣の項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢同等以上

安衛法別表 の知識経験を有する者｣は､次に掲げる者が

第 20第 5 該当することo

骨関係) (1) (略)

(2)職業能力開発促進法第 28条に規定する

職業訓練指導員免許を受けた者で､その後

三豊 以上採石作業又は採石業に関する安全
の実務に従事 した経験を有するもの

3 (略)

(略) (略)

17 船内荷 1 (略)

役作業主任者技能講習(安衛法別表第 20第7号関係) 2 表の ｢船舶設備､荷役機械等の構造及び取

扱いの方法に関する知識｣の項の ｢条件｣の

欄第 3号の ｢同等以上の知識経験を有する者

｣は､10年以上船内荷役作業に従事 した経

験を有する者が該当することD

3 表の ｢玉掛け作業及び合図の方法に関する

知識｣の項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢同等以

-7I

管 (安衛法別表第20第 4 呈 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2
号関係) ･号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

高等学校等を卒業 した者で､その後 5年以上

安全の実務に従事 した経験を有するものが該

当すること O

∧

15- 採石 1 (略)
のための 2 表の ｢設備､機械､器具､作業環境に関す

掘削作業 る知識｣ ｢作業者に対する教育等に関す る知
主任者技 識｣の項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢同等以上

能講習 ( の知識経験を有する者｣は､次に掲げる者が

安衛法別 該当することO

表第 20 (1) (略)

第 5号関 (2)職業能力開発促進法第 28条に規定する

係) 職業訓練指導員免許を受けた者で､その後

主査 以上採石作業又は採石業に関する安全
の実務に従事 した経験を有するもの

3 (略)

(略) (略)

17 船内 1 (略)

荷役作業主任者技能講習 (安衛法別表第20第7号関 ∧且 表の ｢玉掛け作業及び合図の方法に関する



上の知識経験を有する者｣は､次に掲げる者

が該当することロ

(1)揚醤装置運転士免許 クレーン運転士免

許 移動式クレーン運転士免許又はデ リツ

ク運転士免許を有する者で 10年以上船

内荷役作業の玉掛けに関する業務に従事 し

た絶壁丘_五三旦_皇望

(2)玉掛け技能講習を修了した者であって､

10年以上船内荷役作業の玉掛けに関する

業務に従事 した経験を有 る者

3 (略)

18 木造建 1- 3 (略)

築物の組立て等作業主任者技能講習 (安衛法別表第 20第 8号関係) 4 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

10年以上安全の実務に従事 した経験を有す

る者が該当することo

(略) (略)

22 特定化 1 (略)

学物質及び 2 表の ｢健康障害及びその予防措置に関する

凹アルキル 知識｣の項の ｢条件｣の欄第 2号の ｢同等以

鉛等作業主 上の知識雇験を有する者｣は､次に掲げる者

任者技能講 が該当することO

普 (安衛法 (1)医師 として 5年以上の経験を有する者

別表第 20第 11号関 (2)歯科医師として 5年以上の経験を有する豊
係) 良と薬剤師として7年以上の経験を有する者

3.4 (略)

ー8-

上の知識経験を有する者｣は､揚貨装置運転

士免許 クレーン運転士免許 移動式クレー

ン運転士免許又はデ リック運転士免許を有す

る者で 10年以上船内荷役作業の玉掛けに

関する業務に従事した経験を有するものが該

当すること○

∧

4 (略)

18 木造 1- 3 (略)

建築物の組立て等作業主任者技能講管 (安衛法別表第20第 8号関係) ∧

(略) (略)

22 特定 1 (略)

化学物質 ･2 表の ｢健康障害及びその予防措置に関する

及び四ア 知識｣の項の ｢条件｣の欄第 2号の ｢同等以

ルキル鉛 上の知識経験を有する者｣は､次に掲げる者

等作業主 が該当することo

任者技能 (1)医師として 5年以上の経験を有する者

講習 (安衛法別表第 20第 ∧血 薬剤師として7年以上の経験を有する者
11号関 3.4 (略)



号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

次に掲げる者が弧

(1)高等学校等を卒業した者で､その後 5年以上労働衛生の実務に従事 した経験を有す

るもの

(2) 10年以上労働衛生の実務に従事した経

験を有する者

23 鉛作業 1 (略)

主任者技能 2 表の ｢健康障害及びその予防措置に関する

講習 (安衛 知識｣の項の ｢条件｣の欄第 2号の ｢同等以

法別表第 2 上の知識経験を有する者｣は､次に掲げる者

0第 11号 が該当することo

関係) (1)医師として 5年以上の経験を有する者

(2)歯科医師として 5年以上の経験を有する

者

良L薬剤師として7年以上の経験を有する者
3.4 (略)

5 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

次に掲げる者が迭呈:仁良_三=と｣

(1)高等学校等を卒業 した者で､その後 5年

以上労働衛生の実務に従事した経験を有す

るもの

(2) 10年以上労働衛生の実務に従事 した経

験を有する者

24 有機溶 1 (略)

剤作業主任 2 表の ｢健康障害及びその予防措置に関する

者技能講習 知識｣の項の ｢条件｣の欄第 2号の ｢同等以

(安衛法別 上の知識経験を有する者｣は､次に掲げる者

表第 20第 が該当することo

11号関係 (1)医師として5年以上の経験を有する者

-9-

号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

高等学校等を卒業した者で､その後 5年以上

労働衛生の実務に従事 した経験を有するもの

が該当すること○

∧

23 鉛作 1 (略)

業主任者 2 表の ｢健康障害及びその予防措置に関する

技能講習 知識｣の項の ｢条件｣の欄第 2号の ｢同等以

(安衛法 上の知識経験を有する者｣は､次に掲げる者

別表第 2 が該当することロ

0第 11 (1)医師として 5年以上の経験を有する者

号関係) ∧

上吐 薬剤師として 7年以上の経験を有する者
3.4 (略)

5 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

高等学校等を卒業 した者で､その後 5年以上

労働衛生の実務に従事 した経験を有するもの

が該当することO

∧

24 有機 1 (略)

溶剤作業 2 表の ｢健康障害及びその予防措置に関する

主任者技 知識｣の項の ｢条件｣の欄第 2号の ｢同等以

能講習 ( 上の知識経験を有する者｣は､次に掲げる者

安衛法別 が該当することo

表第 20 (1)医師として 5年以上の経験を有する者



畳
良と薬剤師として 7年以上の経験を有する者
3 .4 (略)

5 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

次に掲げる者が該当することO

(1)高等学校等を卒業 した者で､その後 5年

以上労働衛生の実務に従事 した経験を有す

るもの

(2) 10年以上労働衛生の実務に従事 した経

墜丘五 三且童

25 石綿作 1 (略)

業主任者技 2 表の ｢健康障害及びその予防措置に関する

能講習 (安 知識｣の項の ｢条件｣の欄第 2号の ｢同等以

衛法別表第 上の知識経験を有する者｣は､次に掲げる者

20第 11 が該当することO

号関係) (1)医師として5年以上の経験を有する者

(2)歯科医師として5年以上の経験を有する

董

血 薬剤師として7年以上の経験を有する者
3 .4 (略)

5 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

次に掲げる者が該当することロ

(1)高等学校等を卒業 した者で､その後 5年

以上労働衛生の実務に従事 した経験を有す

旦息望
(2) 10年以上労働衛生の実務に従事 した経

塗旦互生五重

26 酸素欠 1-4 (略)

乏危険作業 5 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

主任者技能 号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

～lO-

関係) iA 薬剤師として7年以上の経験を有する者
3.4 (略)

5 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

高等学校等を卒業した者で､その後 5年以上

労働衛生の実務に従事 した経験を有するもの

が該当することo

∧

25 石綿 1 (略)

作業主任 2 表の ｢健康障害及びその予防措置に関する

者技能講 知識｣の項の ｢条件｣の欄第 2号の ｢同等以

育 (安衛 上の知識経験を有する者｣は､次に掲げる者

法別表第 が該当することO

20第 1 (1)医師として 5年以上の経験を有する者

1号関係) ∧

息 薬剤師として7年以上の経験を有する者
3.4 (略)

5 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

高等学校等を卒業した者で､その後 5年以上

労働衛生-の実務に従事 した経験を有するもの

が該当すること○

∧

26 酸素 1- 4 (略)

欠乏危険 5 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

作業主任 号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､



講習 (安衛 次に掲げる者が該当することo

法別表第 20第 12号関係) (1)高等学校等を卒業 した者で,その後 5年

以上労働衛生の実務に従事 した経験を有す

るもの

(2) 10年以上労働衛生の実務に従事 した経

験を有する者

6 ,7 (略)

27 酸素欠 1-4 (略)

乏 .硫化水 5 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

素危険作業 号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

主任者技能 次に掲げる者が貢亥当することo

講習 (安衛法別表第 20第 13号 (1)高等学校等を卒業 した者で､その後 5年

以上労働衛生の実務に従事 した経験を有す

るもの

関係) (2) 10年以上労働衛生の実務に従事 した経

験を有する者

6 .7 (略)

28 床上換 1- 3 (略)

作式クレーン運転技能講習 (安衛法別表第 20第 1.4号関係) 4 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､次に掲げる者が該当することo(1)高等学校等を卒業 した者で､その後 5年

以上安全の実務に従事した経験を有するも

の

(2) 10年以上安全の実務に従事 した経験を

有する者

5 .6 (略)

29 小型移 1- 3

動式クレー 4 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

ン運転技能 号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

-iFl-

者技能講習 (安衛法別表第20第 12号関係) 高等学校等を卒業した者で､その後 5年以上

労働衛生の実務に従事 した経験を有するもの

が該当することO

∧

6 .7 (略)

27 酸素 1- 4 (略)

欠乏 ,疏 5 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

化水素危 号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

険作業主任者技能講習 (安衛法別表第 20第13号関係) 高等学校等を卒業 した者で､その後 5年以上

労働衛生の実務に従事 した経験を有するもの

が該当することO

∧

6 .7 (略)

28 床上 1- 3 (略)

操作式ク 4 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

レーン運 号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

転技能講鷲 (安衛法別表第20第 1 高等学校等を卒業 した者で､その後 5年以上

安全の実務に従事 した経験を有するものが該

当することO

4号関係 ∧

) 5 .6 (略)

29 /j＼型 1- 3

移動式ク 4 蓑~の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2



講習 (安衛 次に掲げる者が該当することo

法別表第 20第 15号関係) (1)高等学校等を卒業 した者で､その後 5年

i:上安全の実務に従事 した経験を有するも

の

(2) 10年以上安全の実務に塵峯上皇廉験を

有する者

5 (略)

30 ガス溶 1 (略)

接技能講習 2 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

(安衛法別 号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

表第 20第 次に掲げる者が該当することO

以上安全の実務に従事 した経験を有するも

盟.

(2) 10年以上安全の実務に従事 した経験を

_ヒエ⊥エ
3 (略)

31 フォー 1- 3 (略)

クリフ ト運 4 表の ｢運転に必要な力学に関する知識｣の

転技能講習 項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢同等以上の知識

規程 (安衛 経験を有する者｣は､次に掲げる者が該当す

法別表第 2 ることO

0# 17% (1).(2) (略)

関係) (3) 10年以上フォークリフ トの運転の業務

又はフォークリフ トの運転者を管理､監督
する運転係長等の業務に従事 した経験を有

するもの

5 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

次L過 王互星型塵 当することO

(1)高等学校等を卒業 した者で､その後 5年
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転技能講冒 (安衛法別表第20第 1 高等学校等又は旧中等学校令による中等学校

を卒業 した者で､その後 5年以上安全の実務

に従事 した経験を有するものが該当すること

5号関係) ∧

5 (略)

30 ガス 1 (略)

溶接技能 2 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

講習 (安 号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

衛法別表第 20第16号関係) 高等学校等を卒業 した者で､その後 5年以上

安全の実務に従事 した経験を有するものが該

呈主立こと｣

∧

3 (略)

31 フォ 1- 3 ､ (略)

-クリフ 4 表の ｢運転に必要な力学に関する知識｣の

ト運転技 項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢同等以上の知識

能講習規 経験を有する者｣は､次に掲げる者が該当す

程 (安衛 ることo

法別表第 (1).(2) (略)

20第 1 ∧

7号関係

)

5 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

高等学校等を卒業 した者で その後 5年以上

安全の実務に従事 した経験を有するものが該



の

有する者

6 表の ｢走行の操作｣ ｢荷役の操作｣の項の

｢条件｣の欄第4号の ｢同等以上の知識経験
を有する者｣は､次に掲げる者が該当するこ

とD

(1) (略)

(2)道路交通法第 99条第 1項第 2号に規定

する技能検定員 (大型特殊 自動車免許 (装

軌式 自動車についての限定付免許を除く｡

)に係 るものに限る｡)又は同項第 3号に

規定す る宣塩 ≦逗_旦男｣_リ茎岨 萱良 ぞEju,o
大型特殊 自動車免許 (装軌式 自動車につい

ての限定付免許を除くO)に係 るものに限

る｡)

(3) (略)

32 ショベ

ル ローダー

等運転技能

講習 (安衛

法別表第 2

0第 17号

関係)

1- 3 (略)

4 表の ｢運転に必要な力学に関する知識｣の
項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢同等以上の知識

産験を有する者｣は､迭_L=掲げる者力通し呈去

ること｡

修めて卒業 した者で､その後 3年以上シ己
ベル ローダ-等の運転者を管理､監督する

運転係長等の業務に従事 した経験を有する

旦_聖
(2) 10年以上ショベル ローダー等の運転の

経験を有するもの

5 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2
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∧

6 表の ｢走行の操作｣ ｢荷役の操作｣の項の
｢条件｣の欄第4号の ｢同等以上の知識経験
を有する者｣は､次に掲げる者が該当するこ

と｡

(1) (略)

(2)道路交通法第 99条第 1項第 2号に規定

する技能検定員 (大型特殊 自動車免許 (塞

軌式自動車についての限定付免許を除 くO

)に係 るものに限る｡)又は同項第 3号に

規定する技能指導員 (大型特殊 自動車免許

(装軌式自動車についての限定付免許を除

くo)に係 るものに限る｡)

(3) (略)

32 ショ

ベノレロー

ダー等運

転技能講

習 (安衛

法別表第

20第 1

7号関係

)

1- 3 (略)

4 表の ｢運転に必要な力学に関する知識｣の

項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢同等以上の知識

経験 を有する者｣は､高等学校等において力

学に関する学科を修めて卒業 した者で､その

墾_旦_至以上ショゴル ローこそ二二軍旦準転置_宣_萱

理､監督する運転倦量葦__の業務軽笹至上l冬獲
験を有するものが該当することn

5 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2



号の ｢同等以 上の知識経験を有す る者｣は､

迭娃週 げ る者が該_呈工_垂_三と_,"

の

亙主査.童

6 表の ｢走行の操作｣ ｢荷役の換作｣の項の
｢条件｣の欄第 4号の ｢同等以上の知識経験

を有する者｣は､次に掲げる者が該当す るこ

と｡

(1) (略)

(2)道路交通法第 99条第 1項第 2号に規定

する技能検定員 (大型特殊 自動車免許 (装

軌式 自動車についての限定付免許を除 く｡

)に係 るものに限る｡)又は同項第 3号に

規定す る

大型特殊 自動車免許 (装軌式 自動車につい

ての限定付免許を除 く｡)に係 るものに限

る｡ )

(3) (略)

33 車両系

建設機械 (

整地 ･運搬

･積込用及

び据削用)

運転技能講

習 (安衛法

別表第 20
第 18号関

1 (略)

2 表の ｢走行に関す る装置の構造及び取扱い

の方法に関する知識｣の項の ｢条件｣の欄第

3号､ ｢作業に関す る装置の構造､取扱い及

び作業方法に関する知識｣の項の ｢条件｣の

欄第 3号及び ｢運転に必要な一般的事項に関

する知識｣の項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢同

等以上の知識経験を有す る者｣は､次に掲げ

る者が該 当す ることo
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33 車両

系建設機

械 (整地

･運搬 ･

積込用及

び掘削用

)運転技

能講習 (

安衛法別

号の ｢同等以上の知識経験 を有する者｣は､

当す ること｡

∧

6 表の ｢走行の操作｣ ｢荷役の操作｣の項の
｢条件｣の欄第 4号の ｢同等以上の知識経験

を有する者｣は､次に掲げる者が該当す るこ

と｡

(1) (略)

(2)道路交通法第 99条第 1項第 2号に規定

す る技能検定員 (大型特殊 自動車免許 (装

軌式 自動車についての限定付免許を除 く｡

)に係 るものに限るo)又は同項第 3号に

規定する技能指導員 (大型特殊 自動車免許

(装軌式 自動車についての限定付免許 を除

くO)に係 るものに限るO)

(3) (略)

1 (略)

2 表の ｢走行に関す る装置の構造及び取扱い

の方法に関する知識｣の項の ｢条件｣の欄第

3号､ ｢作業に関す る装置の構造､取扱い及

び作業方法に関す る知識｣の項の ｢条件｣の

欄第 3号及び ｢運転に必要な一般的事項に関

する知識｣の項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢同

等以上の知識経験を有す る者｣は､次に掲げ

る者が該当すること｡



(1) (略)

(2)塾茎選旦選選良塑単位呈旦 畳塑興纂塾塵

塁.塑選垂_聖j皇ふ一撃選肇塵運昼型茎_をを墜箪

機械整備科の訓練を修了した者で､その後

3年以上車両系建設機械の取扱いに関する

業務に従事 した経験を有するもの

(3)職業能力開発促進法第 28条に規定する

職業訓練指導員免許のうち､建設機械科又

は建設機械運転科の職種に係る免許を受け

た者で､その後 3年以上車両系建設機械の

塩腰上＼に関す冬鼻墜里_笹要 した経･準_整旦 亘
るもの

ill (略)
3 ･4 (略)

5 表の ｢走行の操作｣ ｢作業のための装置の

操作｣の項の ｢条件｣の欄第4号の ｢同等以

上の知識経験を有する者｣は､次に掲げる者

が該当することo

(1) (略)

(2)職業能力開発促進法による普通職業訓練

星塑選 程のうら｡M上塗翠墜埠運転科冬至蔓墜蔓
機械整備科の訓練を修了した者で､その後

3年以上車両系建設機械の取扱いに関する

業務に従事 した経験を有するもの

(3)職業能力開発促進法第 28条に規定する

は建設機械運転科の職種に係る免許を受け

定量 で､そ聖墜_?_年払±旦直垂壁選埜逸望

取扱いに関する業務に従事 した経験を有去
るもの
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表第 20

第 18号

関係)

(1) (略)

iaL遜翼壁旦週盈匝整準_岨 基づ く､準
の訓練を修了した者で､その後 3年以上車

両系建設機械の取扱いに関する業務に従事

した経験を有するもの

イ 普通職業訓練のうち職業能力開発促進

法施行規則別表第 4の訓練科の欄に掲げ

る建設機械運転科の訓練

口 普通職業訓練のうち職業能力開発促進

法施行規則別表第 2又は第 4の訓練科の

欄に掲げる建設機械整備科の訓練

ハ 指導員訓練のうち職業能力開発促進法

施行規則別表第 8の訓練科の欄に掲げる

産蓋艶観主豊里旦旦嘩

土迫 (略)

3 p4 (略)

5 表の ｢走行の操作｣ ｢作業のための装置の

操作｣の項の ｢条件｣の欄第 4号の ｢同等以

上の知識経験を有する者｣は､次に掲げる者

が該当することO

(1) (略)

(2)職業能力開発促進法の規定に基づく次の

訓練を修了した者で､その後 3年以上車両

系建設機械の運転の業務に従事 した経験を

有するもの

る建設機械運転科の訓練

○ _ 指導員訓練の うち職業能力開発促進法



畳茎墾械工学杜堅塁吐準

(3) (略)
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34 車両系

建設機械 (

解体用)運

転技能講習

(安衛法別

表第 20第

18号関係
､

1 (略)

2 表の ｢走行に関す る装置の構造及び取扱い

の方法に関する知識｣の項の ｢条件｣の欄第

3号､ ｢作業に関する装置の構造､取扱い及

び作業方法に関する知識｣の項の ｢条件｣の

欄第 3等一及び ｢運転に必要な一般的事項に関

する知識｣の項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢同

等以上の知識経験を有する者｣は､次に掲げ

る者が該 当すること｡

(1) (略)

(2)職業能力開発促進法第 28条第 1項の規

定する職業訓練指導員免許の うち､建設機

械科又は建設機械運転科の職種に係る免許

を受けた者

(3) (略)

3 ･4 (略)

5 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第2
号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

堕に掲げる革_竪琴 当す阜_主上 ュ __

の

五三二豆宣
6 表の ｢走行の操作｣ ｢作業のための装置の
操作｣の項の ｢条件｣の欄第 4号の ｢同等以

上の知識経験を有する者｣は､次に掲げる者

34 車両

系建設機

械 (解体

用)運転

技能講習

(安衛法

別表第 2

0第 18

号関係)

1 (略)

2 表の ｢走行に関する装置の構造及び取扱い

の方法に関する知識｣の項の ｢条件｣の欄第

3号､ ｢作業に関する装置の構造､取扱い及

び作業方法に関する知識｣の項の ｢条件｣の

欄第 3号及び ｢運転に必要な一般的事項に関

する知識｣の項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢同

等以上の知識経験を有する者｣は､次に掲げ

る者が該当すること｡

(1) (略)

(2)職業能力開発促進法第 28条第 1項の規

定する職業訓練指導員免許の うち､建設機

械科又は建設機械運転科の職種に係る免許

を受けた者で､その後 3年以上車両系建設

した経験を有するもの

(3) (略)

3 ･4 (略)

5 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

当すること｡

∧

6 表の ｢走行の操作｣ ｢作業のための装置の

操作｣の項の ｢条件｣の欄第 4号の ｢同等以

上の知識経験を有する者｣は､次に掲げる者



が該当することo

(1) (略)

(2)職業能力開発促進法第 28条に規定する

職業訓練指導員免許のうち､建設機械科又

は建設機械運転科の職種に係る免許を受け

た者で､その後_L聖以上車両系建設機械 (

解体用)の運転の業務に従事 した経験を有

するもの

(3) (略)

35 車両系 1- 3 (略)

建設機械 ( 4 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

基礎工事用 号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

)運転技能 次に掲げる者が該当することロ

講習 (安衛法別表第 20第 19号 (1)高等学校等を卒業 した者で､その後 5年

以上安全の実務に従事 した経験を有するも

の

関係) (2) 10年以上安全の実務に従事 した経験を

五土 星_童

36 不整地 1.2 (略)

運搬車運転 3 表の ｢走行に関する装置の構造及び取扱い

技能講習 ( の方法｣の項の ｢条件｣の欄第 3号､ ｢荷の

安衛法別表 運搬に関する知識｣の項の ｢条件｣の欄第 3

第 20第 2 号及び ｢運転に必要な力学に関する知識｣の

0号関係) 項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢同等以上の知識

経験を有する者｣は､次に掲げる者が該当す

ることO

(1)建設機械施工技術検定に合格 した者 (1

級の技術検定であって トラクタ一系苦 しく

出 ∠ヒ丞建設機械操作施工法を選択 し

た者又は2級の第 1種若 しくは第 2種の技
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が該当することo

(1) (略)

(2)職業能力開発促進法第 28条に規定する

職業訓練指導員免許のうち､建設機械科又

は建設機械運転科の職種に係る免許を受け

た者で､その後立至以上車両系建設機械(

解体用)の運転の業務に従事 した経験を有

するもの

(3) (略)

35 車両 1-3 (略)
系建設機 4 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

械 (基礎 号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

工事用) 高等学校等を卒業 した者で､その後 5年以上

運転技能 安全の実務に従事 した経験を有するものが該

講習 (安衛法別表第 20第19号関係) 当することD

∧

36 不整 1.2 (略)

地運搬車 3 表の ｢走行に関する装置の構造及び取扱い

運転技能 の方法｣の項の ｢条件｣の欄第 3号､ ｢荷の

講習 (安 運搬に関する知識｣の項の ｢条件｣の欄第 3

衛法別表 号及び ｢運転に必要な力学に関する知識｣の

第 20第 項の ｢条件｣の欄第 3号の ｢同等以上の知識

20号関 経験を有する者｣は､次に掲げる者が該当す

係) ることo

(1)建設機械施工技術検定に合格 した者 (1

級の技術検定であって三三ごとこ丞建設機械
操作施工法を選択 した者又は 2級の盈且堕

の技術検定に合格 した者に限る○)で､そ



術検定に合格 した者に限る｡)で､その後

3年以上不整地運搬車の取扱いに関する業

務に従事 した経験を有するもの

(2)職業能力開発促進法第 28条に規定する

職業訓練指導員免許の うち､建設機械科又

は建設機械運転科の職種に係る免許を受け

た者

(3) (略)

4 ･5 (略)

6 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

号の ｢同等以上の知識経験を有す る者｣は､

迭〉しこ墜 ち工旦_軍_重さ翠_当_竺旦ニーL

の

皇室且童
7 表の ｢走行の換作｣ ｢荷の運搬｣の項の ｢
条件｣の欄第 4号の ｢同等以上の知識経験を

有する者｣は､次に掲げる者が該当すること

(1)建設機械施工技術検定に合格 した者 (1

級の技術検定であって トラクタ一系著 しく
はショベル系建設機械操作施工法を選択 し

た音叉は 2彼の の技

術検定に合格 した者に限る｡)で､その後

3年以上不整地運搬車の運転の業務に従事

した経験を有するもの

(2)職業能力開発促進法第 28条に規定する

職業訓練指導員免許の うち､建設機械科又
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の後 3年以上不整地運搬車の取扱いに関す

る業務に従事 した経験を有するもの

(2)職業能力開発促進法第 28条に規定する

職業訓練指導員免許の うち､建設機械科又

は建設機械運転科の職種に係る免許を受け

た者_二二___二 二 _: P

i=J,_L.
(3) (略)

4 ･5 (略)

6 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

当すること｡

∧

7 表の ｢走行の操作｣ ｢荷の運搬｣の項の ｢
条件｣の欄第4号の ｢同等以上の知識経験を

有する者｣は､次に掲げる者が該当すること

(1)建設機械施工技術検定に合格 した者 (1

級の技術検定であってショベル系建設機械

操作施工法を選択 した者又は 2級の星互選

の技術検定に合格 した者に限る｡)で､そ

の後 3年以上不整地運搬車の運転の業務に

従事 した経験を有するもの

(2)職業能力開発促進法第 28条に規定する

職業訓練指導員免許の うち､建設機械科又



は建設機械運転科の職種に係る免許を受け は建設機械運転科の職種に係る免許を受け

た者で､その後上皇 以上不整地運搬車の運 た者で､その後 3年以上不整地運搬車の運

転の業務に従事 した経験を有するもの 転の業務に従事 した経験を有するもの

(3) (略) (3) (略)

37 高所作 1-3 (略) 37 高所 1- 3 (略)

業車運転技 4 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2 作業車運 4 表の ｢関係法令｣の項の ｢条件｣の欄第 2

能講習 (安 号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､ 転技能講 号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は､

衛法別表第 次に掲げる者が該当することo 育 (安衛 高等学校等を卒業 した者で､その後 5年以上

20第 21 (1)高等学校等を卒業 した者で､その後 5年 法別表第 安全の袈務に従事 した経験を有す_る_も_些_薮該

号関係) 以上安全の実務に従事 した経験を有するも 20第 2° 寸言 当することo

の(2) 10年以上安全の実務に従事 した経験を 173-関係) ∧5 (略)有する者5 (略)

38 玉掛け 1 表の ｢クレ-ン､移動式クレーン､デ リツ 38 玉掛 ∧⊥ (略)

技能講習 ( ク及び揚貨装置 (以下 ｢クレ-ン等｣という け技能講

安衛法別表 o)｣に関する知識｣の欄の ｢条件｣の欄第 育 (安衛

#2,0#2 3号の ｢同等以上の知識経験を有する者｣は 法別表第

2号関係) ､次に掲げる者が該当することロ(1)高等学校等において機械工学に関する学科を修めて卒業者で､その後 7年以上クレ 20第 22号関係)

-ン等の運転の業務に従事した経験を有す皇匁聖(2)揚貨装置運転実技教習､クレーン運転実技教習又は移動式クレーン運転実技教習の

指導員 として3年以上の経験を有する者(3) 10年以上クレーン等の取扱いの業務に送呈上皇塵塵 を有する者.之 (略)

且 (略) A (略)
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